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相馬港湾建設事務所

現在地

被災前(Ｈ22年２月)

被災後(Ｈ27年3月)

松川浦漁港【尾浜地区】 津波による破壊プロセス 粘り強い海岸堤防

復興まちづくりのイメージ
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②
③

平成２７年３月撮影



被災前 H22.2 被災後 H27.3

釣師浜漁港海岸【新地町】

真野川漁港海岸【南相馬市】

請戸漁港【浪江町】富岡漁港【富岡町】

松川浦漁港海岸【相馬市】

相馬港【 原釜地区 】

松川大洲地区

福島県相馬港湾建設事務所
作製:庄司建設工業株式会社 H27.5月



３号ふ頭

５号ふ頭

４号ふ頭

相馬ＬＮＧ基地

平成２７年３月撮影

LNG事業の概要 相馬LNG基地の設備概要

相馬港の歴史

江 戸 北湊又は原釜港と称され、米・塩の積出港として
(嘉永・安政) 交易が盛んにおこなわれていた。
昭和 ３５ 年 ( １９６０ ) 地方港湾となり、「相馬港」と命名
昭和 ４９ 年 ( １９７４ ) 重要港湾に指定
昭和 ５６ 年 ( １９８１ ) 全国初の「エネルギー港湾」に指定
昭和 ６２ 年 ( １９８７ ) 港則法の適用港となる
昭和 ６３ 年 ( １９８８ ) 国際貿易港として関税法の開港指定
平成 ５ 年 ( １９９３ ) エネルギー港湾整備完了
平成 １４ 年 ( ２００２ ) 多目的クレーン供用開始
平成２３年３月 ( ２０１１ ) 東日本大震災で多くの施設・設備が被災

被災直後から復興拠点として早期着工に着手
平成２６年７月 ( ２０１４ ) ＬＮＧ基地のため４号ふ頭の造成・整備に着手
平成２７年１月 ( ２０１５ ) ３号ふ頭に新設された耐震強化岸壁(－１２ｍ)

を含め全１４バースの施設は利用可能になる。

■ ＬＮＧ事業とは

海外からの輸入される ＬＮＧ ( 液化天然ガス )を相馬ＬＮＧ基地で受入し、東北

地方のより広い地域のお客様に安定した天然ガスの供給を目的とした事業

■ 天然ガスとは

クリーンでＣＯ２の発生が少なく、地球にやさしいエネルギー

■ ＬＮＧとは

天然ガスを冷却・液化することで輸送しやすくしたもの

① 敷地規模 事業用地 約20ｈａ

② ＬＮＧタンク 地上式ＰＣ型 ２３万ｋＬ貯槽 １基 ( 将来増設余地あり )
軽質ＬＮＧの受入にも対応可能

③ バース ＬＮＧ外航バース１式 ( １２．５万ｍ３～２１万ｍ３級 )
内航ＬＮＧ／ＬＰＧバース１式

ＬＮＧ出荷最大４，８００ｍ３級
ＬＰＧ入荷最大２，５００ｍ３級

④ パイプライン 相馬・岩沼間ガスパイプライン
２０インチ(５００ｍｍ) 、延長 約４０ｋｍ

３号ふ頭の概要図

相馬LNG基地概要

完成予想概念図天然ガスパイプライン
ネットワーク図

※SOLAS条約：海上における人命の安全のための国際条約

（国際航海船舶や国際港湾施設に自己警備としての保安措置が義務付けられています）



瓦礫が散乱する2号ふ頭入口付近 相馬港にて緊急物資受け入れ
2-4バースより(H23.3.25)

相馬港全体図

5号ふ頭

２号ふ頭

1号ふ頭

3号ふ頭

①被災直後（1-6バース）

①復旧状況（1-6バース）

1号ふ頭2号ふ頭2号ふ頭５号ふ頭

②被災直後（2-3バース）

②復旧状況（2-3バース）

③被災直後（3号上屋）

③復旧状況（3号上屋）

④被災直後（護岸舗装）

④復旧状況（護岸舗装）

4号ふ頭
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